
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１８・１９日、5 年生は、国立三瓶青少年の家にて１泊２日の宿泊研修を行いました。こどもたちにとっ

て家族と離れての宿泊研修は、とても貴重な経験になりました。仲間と一緒に活動し、食事・お風呂・宿泊・整

理整頓等、自分たちの力でやり遂げました。三瓶自然館サヒメルの見学、SAP（仲間づくりプログラム）、キャ

ンプファイヤー、自然の中でのオリエンテーリング、木工キーホルダー作りなど、三瓶の大自然を感じながらの

活動は、学校では体験することができないすばらしい学びになりました。 

この研修を通して、「規律・協同・友愛・奉仕」のめあてを意識して行動し、「他者と共に生きていくためには

何が大切か」を一人一人が学んだと思います。この学びを、高学年としての活動に生かしていきましょう。 

 

 

2025年度 第 3号 
令和 7年 6月 23日 
松江市立雑賀小学校 
校長 藤井康二 

全校児童 186 人 職員 37 人（R7.6.1 現在） 

５月３１日（土）、校内体育会を実施しました。校内体育会に向けて、６年生を中心に企画・運営をし、各学

年が役割を分担して準備しました。応援合戦は、自分たちならではのアイデアをたくさん出し合い練習し、前日

準備では、テントや用具を高学年が力を合わせて準備しました。１学期の体育会は、最高学年になったばかりの

６年生には難しいこともあったと思いますが、見事に色組をまとめ、準備を進めました。 

当日は、ロック雑賀音頭、玉入れ、大玉転がし、工夫をしたリレーなど、こどもたち一人一人の持ち味を生か

した体育会になりました。応援合戦では、１年生から６年生の全員が大きな声で歌い、工夫をしたオリジナルの

パフォーマンスで、アイデアいっぱいの応援を披露しました。 

こどもたちは、得意なことや苦手なことなど一人一人ちがいます。この体育会では、自分の持ち味を生かしな

がら精一杯チャレンジしました。また、互いに応援することで、認め合う心や尊敬する心も育ったと思います。   

保護者の皆様、地域の皆様には、こどもたちへの応援、準備や片付け等にご協力をいただき感謝申しあげます。

本当にありがとうございました。 

閉会式 応援合戦 低・中・高学年別リレー 学年別種目（玉入れ） 

オリエンテーリング キャンプファイヤー 

SAP 三瓶自然館サヒメル 

（写真：３年生の鼕体験・津田街道の皆さんに教えていただきました） 
 



 

 

 

 

小学校入学から中学校卒業までの 9 年間を通して継続してこどもたちを育てていこうと、中学校区内の小学

校と中学校が連携して「小中一貫教育」に取り組んでいます。松江三中校区は、雑賀小、中央小、松江三中を

一つの学園と考え、「まつえ天神川学園」として連携・協力しながら取り組んでいます。 

 

 

１．めざす１５歳像  お互いに認め合い 夢と希望をいっぱいに 未来を切り拓く子ども 

２．学園重点目標   温かい言葉を交わし合おう 

３．今年度の取組の重点 

   まつえ天神川学園には「学び部」、「仲間づくり部」、「生活リズム・メディア部」、「家庭・地域連携部」

の４つの部があります。学園の小学校・中学校の教職員が４つの部に分かれ、小中合同で重点項目を設定

し、学園内の学校において共通の取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♦♦♦♦♦ ７月の主な予定 ♦♦♦♦♦ 

６月３０日(月)～７月４日（金）１学期個人面談 ７月１７日(木) １学期給食最終日 

７月 ８日(火) 雑賀音頭練習会（昼休み） ７月１８日(金) １学期終業式（夏季休業 7/21～8/28） 

交通安全教室（５月９日）、自転車教室（６月１３日）を実施しました 

まつえ天神川学園（雑賀小・中央小・松江三中） 

 

グループ協議の様子 

雑賀小学校のホームページでは、学校の様子をお伝えしています。６月は、「校内体育会」 

「宿泊研修」「山陰フィルにじいろコンサート in 雑賀小」等の様子を紹介しています。 

右の QR コードからぜひご覧ください。 雑賀小HP の QRコード 
https://www.city.matsue.ed.jp/saik-e/ 

進んであいさつをし、互いのよさやちがいを認め合い、互い

を思いやる温かい言葉遣いができるように取り組みます。 

◇学び部の重点項目 

・授業と授業の間での学習準備とチャ

イムスタートの取組をする。 

・交流や対話を通した授業をする。 

・ICT 機器を活用した授業をする。 

◇生活リズム・メディア部の重点項目 

・メディアコントロールウィークを活用

した取組をする。 

・メディアとの関わり方について家庭へ

の働きかけを工夫する。 

◇仲間づくり部の重点項目 

・あいさつの習慣化を図る取組をする。 

・人権集会の様子を家庭に伝える。 

・相手を傷つける言葉をなくしていく 

取組をする。 

４．小中合同授業研究会（雑賀小） 

６月１６日（月）、まつえ天神川学園の教職員

は雑賀小学校に集まり、合同授業研究会を行い

ました。授業を公開した後で、５つのグループ

に分かれて「授業における ICT 活用」について

話し合いました。また、各部の活動についても

話し合い、今年度の取組を再確認しました。 

 

 

 

◇家庭・地域連携部の重点項目 

・まつえ天神川学園の取組を地域に発信する。  ・学園教育推進会議の意見をいただき、学園の取組に反映させる。 

５月９日は交通安全教室（１・２年生）を、６月１３日は自転車教室（３～６年生）を行いました。 

島根県警察本部、松江駅前交番、雑賀地区交通安全指導員の皆様にご協力いただき、安全技術や交通規則を

守る心構えを学習しました。雑賀校区は自転車や 

自動車の交通量が多いです。こどもたちが交通安 

全に気をつけ、自分の命や他者の命を大切にする 

ことができるよう、家庭や地域での指導やお声か 

けをお願いします。 

 

授業公開の様子 

自転車教室 交通安全教室 


